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利根川流域における野ネズミの  

日本住血吸虫感染状況について  

藤曲 正萱チ藤曲 純子※※  

（調査報告）  

査が実施された。この結果，1971年～1973年にかけて  

成田・栄∴F総・神崎の1市3町におよぷ利根川河川敷  

でR本性血収虫のセルカリ7を保有するミヤイリガイが  

生息していることが確認された。またこの地域の住民に  

少数をがら患者が見い出されたことにより，干葉県では  

消滅したものと思われていた日本住血眼虫が改めて問題  

とされるに至ったき）Ll本住血眼虫は人畜共通の寄生虫で  

あり，ヒトウシ・イヌ・ネズミをど多くの哺乳動物が終  

宿主となりうるき）このことによ町技々は，前述の調査で  

発見された忠君や感染乳牛に対する治横や予防措置の一  

段落した後のこの問題を追跡するうえで，河川敷内に生  

息する野ネズミの終宿主としての意義が注目されるべき  

であると考え，その生息状況や日本住血眼虫の感染状況  

をどの調査を行なった。この結果，野ネズミがミヤイリガ  

イの生息地にわいて日本住血吸虫の世代交番を助け，そ  

の移動・分散に重要意役割を果していると思われるいく  

つかの知見を得たので報告する。  

Ⅱ．調 査 方 法   

1．調  査  地  

Ⅰ．緒  

東京・埼玉・千葉の1郁2県にまたがる利根川流域は  

今世紀祈めよりR本住血収虫5cん∫∫わざ0mα ノ叩On∫c祝m  

の存在が知られていた。千葉県では現在の相・我孫子・  

′■佐倉・佐原の4市と酒々井町にかけての利根川畔および  

印旛沼周辺地域におし－て、日本住血口及虫病の患者の存在  

と，この寄生虫の中間宿主となるミヤイリガイ伽co汀Iピー  

仏陀iα 柁0ざOpんorαの生息が確認されていた。しかし昭和  

の手刀期よりこれら地域の河川の改帽や低湿地・遊水池の  

干拓が行をわれ，石灰窒素散布によるミヤイリガイ駆除  

事業が進められた結果，1955年を最後に思考の発生と貝  

の生息の報告はしゝずれも途絶えた。これらの経過につい  

ては板橋1（1971）が詳細ケ文献的考察を行なっている。   

1970年に至って中野2～は利根川の河川敷に繋留飼育され  

てし1る乳牛の中に「一本住血口及虫症の疑しゝの持たれるもの  

が多数存在することを報告した。二のことは直ちに，利  

根川流域の【】本住血収虫問題と取り組んできた干柴大学  

寄生虫学教室が注【］するところとなりP－1971年より丁・葉  

県関係市町・千葉大学寄生虫字数室らによって合同調  

′■  

岡1．野ネズミの調査地わよびミヤイリガイ生息地  

串 千葉県衛生研究巾  

丹 干牒県佐倉保健所   

（1978年2「】1鋸1受理）  
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利恨川流域における野ネズミの‖本住血暇虫感染据兄について   

調査は1971年12月～1974年8月にかけて図1に示すF  

総町小浮，神崎町今，成田市電台の3地区で行なった。  

小浮地区は千葉県の調査で発見された6カ所のミヤイリ  

ガイ生息地の中で最大の面積（1971年当時3ha）の地  

区であった。ここでは1971年12J∃と1972年6Jiの2回捕  

獲を行をった。今地区は貝の生息地の中では最も下流に  

位置し，1971年の調査では貝の生息密度，‖本住血口及虫  

のセルカリア保有率とも最も高かった地区である。竜台  

地区は1973年に初めて貝の生息が確認され，駆除対策事  

業が最も遅れ1975年まで続けられた＝   

ミヤイリガイの生息する地区の河川敷の幅は狭い所で  

50m，広し、所では200m以上ある。この河川敷の中は高  

低が一様ではをく，利根川本流の河岸部分に土砂が堆積  

し，ニれより本堤防によった部分に較べて土地がやや高  

くをり自然の堤防を形成している所が多い。ミヤイリガ  

イの生息する場所はいずれも本流より離れており，むし  

ろ堤防に沿ったやや低い土地である。この場所は本流が  

増水した際に冠水し，この水が停滞し易く湿地を形成し  

てイネ車斗・カヤツリグサ科・ガマ不斗・セリ季斗・タデ科な  

どの湿地性植物がよく繁茂してし1た。ニれに対して同園  

のミヤイリガイの生息していをし）上鋸斤は比車交的土地が高  

く乾燥し，ススキ，ユノコログサをどのイネ科植物やヨ  

モギ，オオバコをど乾燥した場所に見られる植物が多く，  

一部にはセイタカアワダチソウが侵人していた。  

2．野ネズミの捕獲方法   

野ネズミの捕獲には通称パチンコと呼ばれるバネ式の  

圧殺わなと金網篭式の生捕わをを設置場所に応じて併用  

し，ニれを一調査地につき50～80個便踊した。餌として  

生捕わかこはゴマ油で揚げたサツマイモを，捕殺わなに  

はピ【ナツバターを塗ったピーナッツを開いた。これら  

のわををミヤイリガイの生息地域にまたがるように直線  

上に約5～10m間隔で野ネズミの巣穴付近に配列し，同  

一場所で3口聞達続捕獲した。わわをは翌上1早朝に点検  

して採集した野ネズミを研究室に持ち帰り，種籍の同定，  

性別，外部計測値を記録し，また一部は外部寄生虫の検  

索に供した。  

3．日本住血吸虫の検索   

野ネズミは計測後腹闇を切開し生殖器の状態を観察し  

た後，消化器官を摘出してこれを生理食塩水を入れたシ  

ャーレ内に展開した。この状態で帽間暇，門脈系静脈を  

精検して口本住血吸虫の成虫を根索したこ また1971年12  

日の小淳地区の調査では，腸管中の内容物を集めAMS  

一肌去で集卯を試み，円本住血眼虫：二よる虫卯の排ご11の  

有無について根討した。  

Ⅲ．結果および考察  

捕獲作業の結果，利根川河川敷内のミヤイリガイ生息  

他およびその周辺部にはハタネズミ 〃JCγ0～むぶ m㈹～e一  

占eJJ～，アカネズミ dpo（ゴemuざ叩eC∫0ざ〟∫，ドブネズミ  

月q軌∫ 柁0γγegfcむ∫ の3種のネズミ類の生息することが  

明らかにをった。捕増されたネズミの種類構成，R本住  

m吸虫感染率を表1に，またミヤイリガイの生息状況を  

表2に示す。捕獲されたネズミの紹数は118頭であり，  

表1 利根川河川敷における野ネズミの  

［i本住血吸虫感染状況  

調 査 牢 f］   1971．12   1972．6  1974．8   

調 査 地  下総町・小浮   神崎叶今  碇田舟竜台   

捕獲数  ハタネズミ  22（4．5）  23（21．7）  60（25．0）  4（0）   

（感染率）  アカネズミ  3（0）  0（0）  1（0）  1（0）   

（％）  ド7、ネスミ  3（0）  1（0）  0（0）  0（0）   

表2 ミヤイリガイの日本住血吸虫  

セルカリア保有状況  

調 査 年 上］   1972．6  1974．8   

調 査 地  下総町小浮  神崎町今  成田市竜台   

生息地面積（ha）  0，95   0．3  0．1   

生息密度（1mて当り）  1～5  5～10  0～1   

セルカリ7保有率（％〕  33．5   15．0  0  

この種莫員別捕獲数と構成比はハタネズミ109頭（（92．4   

％），アカネズミ5頭（4．3％），ドブネズミ4頭（3．3％）  

であった。  

アカネズミは河川敷の中でも水はけが良いため比較的   

亭乞煉した部分で捕獲された。またドプネズミは貝の生息   

地から30～100mほど離れた，「人樋」と呼ばれる，農業  

用水を本流から取水するために堀られた水路に面した場   

所で捕獲された。これらに対してハタネズミは河川敷内   

の湿地，乾燥地にかかわらず多数才采集され，坑道の開口   

部がいたる所に見られて，高密度で生息してし1ることが  

うかがわれた。ハタネズミの口本住血塊虫感染率は，小   

浮地区の成積に見られるように冬季はごく僅かであった  

が夏季には20％以上の個体に感染が認められた。をおこ  

の数値烏ミヤイリガイの生息「東城外での捕獲個体も含ん   

でぉり，生息地内での才宗集個体だけで6日の感染率を求   

めると，小浮・今両地区とも35％前後となる。筑後川流   

域はF】本にお皇る廿本佳血暇虫症の有病地の中で，利根   

川流域と共通性の多い地域であるが，岡部ら（1968）6’は  

ニニでFl本住血磯虫と野ネズミとの閲係について詳細憶  

検討を行なっている。これによるとハタネズミ成猷のH  
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本住血吸虫感染率は夏季には100％，冬季でも45％に達   

し，著者らの結果よりもはるかに高い率とをっている。   

ニのことは調査時期や方法に若干の違いのあることも影   

響していると考えられるが，最大の理由は両地域のミヤ   

イリガイの生息地面積の遠いによるものと思われる。筑   

後川流域では河川敷内のミヤイリガイ生息地が250ha記   

録されているのに対して，利根川流域では4市町合せて   

も5haにすぎず，野ネズミの捕獲を行った1972年6日の   

小浮地区では1haに満たなかった。したがって今回の調   

査では貝の生息地域内で捕獲された個体の中には，辺緑   

部から侵入したもので末感染のもの，または感染後l†が   

浅いため戒虫の検出されなかったものが相当数あったも  

のと考えるのが妥当であろう。  

′－小浮地区では1971年9月に重油焼却によるミヤイリガ  

イ殺貝作業が行をわれ，これより3カ月程た調査時期も   

植生の回復が見られず裸地とをっており，いたる所に重  

油が薄い膜とをって残っていた。このためハタネズミの  

巣穴が見られず，貝の生息地内では全く捕掩できなかっ  

た。裸地に直接おかれたわをに対して野ネズミが警戒反   

応を示したことも考慮すべきであろうが，［】本住血吸虫  

の中間宿主を馬区除するために行った焼却作業が，野ネズ  

ミの生息環境を破壊し，終宿主をも駆逐する結果となっ  

たことが推測され，興味深い観察的事実であった。した  

がって1971年12日の調査で感染個体が捕獲されなかった  

理由として，このことにより野ネズミが移動したためと  

考えられる。  

1974年8日の竜台地区の野ネズミ調査では5煩が捕獲  

され，ミヤイリガイも調査地全体でわずか2個体が発見  

されただけで，野ネズミ，ミヤイリガイとも【ヨ本住血吸  

虫に感染してし1をかった。  

′－鯛の調査を通してハタネズミ以外の野ネズミはいず  

れもミヤイリガイの生息地内では捕獲されず，「］本住血  

眼虫に感染していたものも，ハタネズミだけであった。わ  

かこかかったドプネズミは全て幼猷であったが，これは  

捕獲された場所が人矧こ接した部分に限られていたこと  

から河川敷に本来は生息していなかったものと考えられ  

る。アカネズミは少数ながら河川敷内に定住しているも  

のと思われるが，地中孔道生活に適したハタネズミとは   

生態的に全く異る森林生活者であり，前述のドブネズミ  

と共に日本住血吸虫の保有猷としての意義は無視できる  

ものと考えられる。この他に1971年12月に小浮地区にホ  

ンドイタチMustela sibiruaの維が2頭捕獲されたが日  

本住血吸虫に感染していをかった。  

1972年6日に小浮・今両地区で捕獲されたハタネズミ  

について体重構成別に日本住血吸虫感染率を求め表3に  

蓑3 ハタネズミの体重別にみた  

日本住血口及虫感染状況  

体 重（g）  捕獲数  感染個体数  感染率（％   

20以下   0   

20．5－30   18   0   0   

30．5→40   4   19．1   

40．5－50   41．4   

50．5以上   100   

示した。体重309以下の個体には日本住血岐虫の感染は  

見られなかったが，309 を越えると感染率は†本重の増加  

につれて上昇し，50．如上以上の老成猷では100％に達し  

た。捕獲したハタネズミの生殖器の状態や外部形態から，  

体重209以上のものははぼ成体としての特徴をそなえて  

おり，雌では25g以上のものに妊娠個体がみられた。先  

の同部らの報告では20q を越えるものにも，感染個イ本が  

認められており，我々の結果では河川敷内で摘発か舌動  

をしていると思われる若し）成猷に感染が認められなかっ  

たのは意外であった。両地域のハタネズミの間に生態的  

を遠いがあるのかもしれか1。また50．59以上の老成猷  

がすべて感染個イ本であったことは，貝の生息地での生活  

の期間が長いほど，「］本住血吸虫の感染を受ける機会の  

多くなることを示していよう。したがってミヤイリガイ  

の活動の終る秋季には野ネズミの成猷の感染率は更に高  

くをっているものと思われる。   

言周査の全期間を通して捕獲された21頭の採集場所は，  

18頒がミヤイリガイの生息地内，3頭はその外側であっ  

た。生息地の外で採集された2頭は境界部分より約50m  

離れていた。日本住血吸虫と野ネズミとの関係を知るた  

めには河川敷内でのハタネズミのホームレンジや移動の  

実態を知ることが必要であり，今後検討されるべき課題  

であるが，生息地域外にも感染個体がみられることは虫  

卯の分散が只の生息地よりも更に広い範囲に及んでいる  

ことを示している。   

佐野（1972）T）らは乳牛の調査結果から，利根川河川  

敷における【l本住血吸虫の発育環は乳牛によって維持  

されてきたとしている。しかし貝の生息地のをかには，  

利根川流域としては数千～数万m’の面積のある大きを生  

息地よりやや離れた輯に，50～100m2の小さを生息地があ  

る。このような場所は牛も放牧されていをいが，貝は高  

い率でセルカリ7を保有していた。したがってこのよう  

を′」、さな生息地の域合，より重要を終宿主としてハタネ  

ズミを注目すべきであろう。また現地の乳牛はいずれも  

円本住血塊虫症の無病地である北海道より導入されたも  

のであることから，利根川におけるf］本住血塘虫症は筑  

後川流域におけるのと同様に，ハタネズミの間での流行  

－ 39 －   



利根川流域における野ネズミの11本性血塊虫感染状況につして  

が続いてきたものと考えることが妥当であろう。これら  

のことから，利根川河川敷においてハタネズミは，日本  

住血吸虫の保有猷として，発育環の維持とその分散に重  

要な役割を果しているものと考えられる。  

利根川河川敷における新たを日本住血吸虫問題は，発  

見が感染乳牛に端を発していることから，乳牛対策が早  

くから進み，ミヤイリガイ対策がその後を追う形になっ  

た。しかし県・関係市町の手による重油焼却による殺貝  

作業が4年間にわたり続けられた結果，1975年には全生  

息地よりミヤイリガイが姿を消すに至った。しかし従来  

の流行より20年近くを経て全く注目されていをかった地  

域に貝の生息地が広がっていたという事実は，今後また  

発生する恐れが十分あることを示唆していよう。河川敷  

内にはヨシやバラ科植物が密生していて未だ調査の手の  

及んでいか場所が多く存在し，これら区域の調査を含  

め今後の追跡調査の中で野ネズミの調査をすすめてしゝく  

必要があるだろう。   

Ⅳ．ま  と  め   

1971年12月より1974年8日にかけて，利根川河川敷の  

ミヤイリガイ生息地の3カ所で野ネズミの捕櫓を行か、，  

日本住血吸虫成虫の感染状況を調べ，日本住血服虫と野  

ネズミとの関係を検討した。この結果は以下に要約され  

る。  

1．河川敷内に生息する野ネズミはハタネズミ，アカ  

ネズミ，ドプネズミの3種であった。これらの中で，ハ  

タネズミだけがミヤイリガイ生息地内で捕獲され，日本  

住血吸虫成虫の感染が認められた。   

2．ハタネズミの感染率は夏季には，周辺地域での採  

集個体も含め20％以上とをった。また体重3的以Fの個  

体には感染が認められず，30．59 をこえると体重の増加  

につれて感染率が高くをり，50．59以上では100％に達  

した。   

3．感染個体のほとんどのものは貝の生息地内で捕獲  

されたが，2頸が生息地境界部より50m離れた外側で採  

集された。   

以上のことにより，ハタネズミは利根川河川敷のミヤ  

イリガイ生息地内の定住者として日本住血唄虫の感染を  

受け，発育環の維持と分散に重要な役割を果しているも  

のと推察される。  

本論文の要旨は第34回目本公衆衛生学会総会（1975，  

横浜）において発表された。  

本稿を終えるにあたり，本調査の実施に降し多大なご支  

援をたまわりました当研究所芦原義守次長，七山悠三室  

長に感謝いたします。また貴重を資料を提供していただ一l  

いた県予防課小倉広係長，現地調査にご協力いただきま  

した当研究所′ト出貞夫，福島悦子，津川美也子各氏に感  

謝の意を表します。  
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